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１年を通して魚が棲める水路の条件とは？ 水路底面を覆う土砂と
水際の植生、水量が大切です。

研 究 成 果

川が増水すると水に浸かる氾濫原内の水域は魚類に
とって大切な棲家ですが、現在急速に失われています。一
方で、本来は氾濫原の水域に依存して生活していたと考
えられる魚類が、農業用の水路や水田を利用しているこ
とが知られています。しかし、現代的な圃場整備に伴う水
路のコンクリート化や用水－水田－排水の分離が進むに
つれ、水田や水路もまた魚類の棲家としての機能を失い
つつあります。ここでは、調査地において水路を利用して
いた複数の魚類の生息条件から、農業用の水路が通年に
わたる魚類生息場として機能するための水路環境につい
て考察します。

　 背景と目的　 背景と目的

8月（夏）を除く3季節において、土砂水路における魚
類の生息量はコンクリート水路よりも有意に高いことが
分かりました（図1）。これは、少なくとも水路底が土砂で
維持されていれば、農業用の水路が多くの魚類の通年に
わたる生息場として機能することを示しています。8月に
差が見られなかったのは、魚類の移動が活発なため、特
定の水路環境への依存性が低下していたためと考えられ
ます。温暖な時期（6月、8月、9月）において、優占種のう
ち4種は泥、砂、小礫のいずれかと正の関係性を示しまし
たが、寒冷な冬（2月）においては、4種がカバー率と、1種
が水深と正の関係を示しました（図2）。以上のことから、
農業用の水路が1年を通して多様な魚類の生息場として
機能するためには、①水路底の土砂、②水際の植生、③特
に非灌漑期における水深を維持するための水量が必要で
あることが分かりました。

　 結果と考察

岐阜県関市の4地域12水路を調査対象としました。各
水路に6～16mの調査サイトを2つずつ設定し、魚類の
採捕、物理環境｛水深、流速、河床材料、カバー率（河岸・
水中植生の被覆率）｝の測定を行いました。農業用の水路
を通年の魚類生息場と考える場合、温暖で水量の豊富な
灌漑期だけではなく、水量や水温が低下し、魚類の生存
条件が厳しくなる非灌漑期（特に冬）も考慮しなければな
りません。そこで、調査は灌漑期にあたる6月（春）と8月
（夏）、そして非灌漑期にあたる9月（秋）と2月（冬）にわ
たって行いました。各季節で採捕された魚類の総生息量
について、水路底が土砂の水路（土砂水路）とコンクリー
トの水路（コンクリート水路）との間で比較しました。ま
た、優占種について、各季節で物理環境との関係を検討し
ました。

　 方法

担当：永山 滋也

図2　2月（冬）における優占種5種の生息量と
 カバー率もしくは水深との関係　　

0

2

3

4

5

1

6月（春）

a

b

生
息
量（
N
/m

2
）

0

4

6

8

14

2

10

12
8月（夏）

a

a

0

3

6

9
9月（秋）

a

b生
息
量（
N
/m

2
）

生
息
密
度（
N
/m

2
）

0

4

8

2

6

2月（冬）

a

b

土砂水路 コンクリート水路土砂水路 コンクリート水路

土砂水路 コンクリート水路土砂水路 コンクリート水路

灌
漑
期

非
灌
漑
期

0

0.8

1.2

1.6

0.4

アブラボテ

0.1 0.1 0.3

生
息
密
度（
N
/m

2
）

0

3.0

4.0

5.0

2.0

1.0

ドジョウ

0.1 0.2 0.3

生
息
密
度（
N
/m

2
）

0

0.4

0.6

0.8

0.2

シマドジョウ類

0.1 0.2 0.3

図1　土砂水路とコンクリート水路における
 季節ごとの総魚類生息量の比較

（バーの上の異なる文字は統計的有意差があることを示す）
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